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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティングデバイス上で複数の分割スヌープディレクトリを実装する方法であ
って、
　少なくとも第1のマルチコアプロセッサを有する第1の電力領域のための、第1のタグ手
法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第1の分割スヌープディレ
クトリと、少なくとも第2のマルチコアプロセッサを有する第2の電力領域のための、第2
のタグ手法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第2の分割スヌー
プディレクトリとを有効化するステップであって、前記第1の電力領域が、複数のプロセ
ッサキャッシュを含み、前記第2の電力領域が、少なくとも1つのプロセッサキャッシュを
含み、前記第1のタグ手法が前記第2のタグ手法と異なる、ステップと、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するステップと、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であると
の決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを無効化するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を検出するステップと、
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための前記条件
の検出に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるため
の要求を送るステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるための前記要求を受信
するステップをさらに含み、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するステップが、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化さ
せるための前記要求の受信に応答して、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャ
ッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定するステップを含む、請求項2に記載の
方法。
【請求項４】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を受信するステップをさらに含み、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するステップが、前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に
変化させるための前記条件の検出に応答して、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッ
サキャッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定するステップを含む、請求項1に
記載の方法。
【請求項５】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を受信するステップが、前記第1の
電力領域から、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの前記少な
くとも1つのプロセッサキャッシュの電力状態を示す信号を受信するステップを含む、請
求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュが高電力状態であるとの決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレ
クトリを有効化されたままにするステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを高電力状態に変化させるための条件を検出するステップと、
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを高電力状態に変化させるための前記条件
の検出と、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュが低電力状態であると
の決定とに応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを有効化するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　低電力状態が、「OFF」状態および「RET」(保持)状態のうちの1つを含み、
　高電力状態が、「ON」状態を含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　N個の電力領域のためのN個の分割スヌープディレクトリと、M個の電力領域のためのM個
の分割スヌープディレクトリとを有効化するステップであって、NおよびMが1よりも大き
い整数であり、前記N個の電力領域が、N個の複数のプロセッサキャッシュを含み、前記M
個の電力領域が、少なくとも1つのプロセッサキャッシュを含む、ステップと、
　前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するステップと、
　そのための前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状
態である、前記N個の分割スヌープディレクトリのいずれかを無効化するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の分割スヌープディレクトリを実装するように構成されたコンピューティングデバ
イスであって、
　複数のプロセッサキャッシュを含む、第1の電力領域と、
　少なくとも1つのプロセッサキャッシュを含む、第2の電力領域と、
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　少なくとも第1のマルチコアプロセッサを有する前記第1の電力領域のための、第1のタ
グ手法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第1の分割スヌープデ
ィレクトリと、少なくとも第2のマルチコアプロセッサを有する前記第2の電力領域のため
の、第2のタグ手法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第2の分割
スヌープディレクトリとを有し、前記第1のタグ手法が前記第2のタグ手法と異なる、コヒ
ーレント相互接続と、
　前記第1の電力領域に通信可能に接続され、前記コヒーレント相互接続に通信可能に接
続された、第1の処理デバイスと、
　前記第2の電力領域に通信可能に接続され、前記コヒーレント相互接続に通信可能に接
続された、第2の処理デバイスと
を備え、
　前記第1の処理デバイスが、
　　前記第1の分割スヌープディレクトリを有効化すること、
　　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態である
か否かを決定すること、および
　　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態である
との決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを無効化すること
を含む動作を実行するように構成される、コンピューティングデバイス。
【請求項１１】
　前記コンピューティングデバイスが、前記第1の電力領域に通信可能に接続され、前記
第1の処理デバイスに通信可能に接続された、第3の処理デバイスをさらに備え、前記第3
の処理デバイスが、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を検出すること、および
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための前記条件
の検出に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるため
の要求を、前記第1の処理デバイスに送ること
を含む動作を実行するように構成される、請求項10に記載のコンピューティングデバイス
。
【請求項１２】
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化さ
せるための前記要求を受信することをさらに含む、動作を実行するように構成され、
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのす
べてが低電力状態であるか否かを決定することが、前記第1の分割スヌープディレクトリ
を低電力状態に変化させるための前記要求の受信に応答して、前記第1の電力領域の前記
複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定することを含むよ
うに、動作を実行するように構成される、請求項11に記載のコンピューティングデバイス
。
【請求項１３】
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのう
ちの少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を受信
することをさらに含む、動作を実行するように構成され、
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのす
べてが低電力状態であるか否かを決定することが、前記少なくとも1つのプロセッサキャ
ッシュを低電力状態に変化させるための前記条件の検出に応答して、前記第1の電力領域
の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定することを
含むように、動作を実行するように構成される、請求項10に記載のコンピューティングデ
バイス。
【請求項１４】
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのう



(4) JP 2019-534501 A5 2020.5.21

ちの少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を受信
することが、前記第1の電力領域から、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッ
シュのうちの前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュの電力状態を示す信号を受信す
ることを含むように、動作を実行するように構成される、請求項13に記載のコンピューテ
ィングデバイス。
【請求項１５】
　前記第1の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのう
ちの少なくとも1つのプロセッサキャッシュが高電力状態であるとの決定に応答して、前
記第1の分割スヌープディレクトリを有効化されたままにすることをさらに含む、動作を
実行するように構成される、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１６】
　前記コンピューティングデバイスが、前記第1の電力領域に通信可能に接続され、前記
第1の処理デバイスに通信可能に接続された、第3の処理デバイスをさらに備え、前記第3
の処理デバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少な
くとも1つのプロセッサキャッシュを高電力状態に変化させるための条件を検出すること
を含む、動作を実行するように構成され、
　前記第1の処理デバイスが、前記第3の処理デバイスによる、前記少なくとも1つのプロ
セッサキャッシュを高電力状態に変化させるための前記条件の検出と、前記第1の電力領
域の前記複数のプロセッサキャッシュが低電力状態であるとの決定とに応答して、前記第
1の分割スヌープディレクトリを有効化することをさらに含む、動作を実行するように構
成される、請求項10に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１７】
　低電力状態が、「OFF」状態および「RET」(保持)状態のうちの1つを含み、
　高電力状態が、「ON」状態を含む、請求項16に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１８】
　前記第1の処理デバイスおよび前記第3の処理デバイスが、同じ処理デバイスである、請
求項16に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項１９】
　前記コンピューティングデバイスが、
　複数のプロセッサキャッシュを含む、N個の電力領域と、
　少なくとも1つのプロセッサキャッシュを含む、M個の電力領域と
をさらに備え、
　前記第1の処理デバイスが、
　　前記N個の電力領域のためのN個の分割スヌープディレクトリと、前記M個の電力領域
のためのM個の分割スヌープディレクトリとを有効化することであって、NおよびMが1より
も大きい整数である、有効化すること、
　　前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態である
か否かを決定すること、および
　　そのための前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力
状態である、前記N個の分割スヌープディレクトリのいずれかを無効化すること
をさらに含む、動作を実行するように構成される、請求項10に記載のコンピューティング
デバイス。
【請求項２０】
　複数の分割スヌープディレクトリを実装するように構成されたコンピューティングデバ
イスであって、
　少なくとも第1のマルチコアプロセッサを有する第1の電力領域のための、第1のタグ手
法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第1の分割スヌープディレ
クトリと、少なくとも第2のマルチコアプロセッサを有する第2の電力領域のための、第2
のタグ手法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第2の分割スヌー
プディレクトリとを有効化するための手段であって、前記第1の電力領域が、複数のプロ
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セッサキャッシュを含み、前記第2の電力領域が、少なくとも1つのプロセッサキャッシュ
を含み、前記第1のタグ手法が前記第2のタグ手法と異なる、手段と、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するための手段と、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であると
の決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを無効化するための手段と
を備える、コンピューティングデバイス。
【請求項２１】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を検出するための手段と、
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための前記条件
の検出に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるため
の要求を送るための手段と
をさらに備える、請求項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２２】
　前記コンピューティングデバイスが、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状
態に変化させるための前記要求を受信するための手段をさらに備え、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するための手段が、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化
させるための前記要求の受信に応答して、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキ
ャッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定するための手段を備える、請求項21に
記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２３】
　前記コンピューティングデバイスが、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャ
ッシュのうちの少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための
条件を受信するための手段をさらに備え、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するための手段が、前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態
に変化させるための前記条件の検出に応答して、前記第1の電力領域の前記複数のプロセ
ッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか否かを決定するための手段を備える、請求
項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２４】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を受信するための手段が、前記第1
の電力領域から、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの前記少
なくとも1つのプロセッサキャッシュの電力状態を示す信号を受信するための手段を備え
る、請求項23に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２５】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュが高電力状態であるとの決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレ
クトリを有効化されたままにするための手段をさらに備える、請求項20に記載のコンピュ
ーティングデバイス。
【請求項２６】
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを高電力状態に変化させるための条件を検出するための手段と、
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを高電力状態に変化させるための前記条件
の検出と、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュが低電力状態であると
の決定とに応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを有効化するための手段と
をさらに備える、請求項25に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２７】
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　低電力状態が、「OFF」状態および「RET」(保持)状態のうちの1つを含み、
　高電力状態が、「ON」状態を含む、請求項26に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２８】
　N個の電力領域のためのN個の分割スヌープディレクトリと、M個の電力領域のためのM個
の分割スヌープディレクトリとを有効化するための手段であって、NおよびMが1よりも大
きい整数であり、前記N個の電力領域が、N個の複数のプロセッサキャッシュを含み、前記
M個の電力領域が、少なくとも1つのプロセッサキャッシュを含む、手段と、
　前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定するための手段と、
　そのための前記N個の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状
態である、前記N個の分割スヌープディレクトリのいずれかを無効化するための手段と
をさらに備える、請求項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２９】
　コンピューティングデバイスのプロセッサに動作を実行させるように構成されたプロセ
ッサ実行可能命令を記憶した非一時的プロセッサ可読記憶媒体であって、前記動作が、
　少なくとも第1のマルチコアプロセッサを有する第1の電力領域のための、第1のタグ手
法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第1の分割スヌープディレ
クトリと、少なくとも第2のマルチコアプロセッサを有する第2の電力領域のための、第2
のタグ手法のスヌープディレクトリアーキテクチャによって構成される第2の分割スヌー
プディレクトリとを有効化することであって、前記第1の電力領域が、複数のプロセッサ
キャッシュを含み、前記第2の電力領域が、少なくとも1つのプロセッサキャッシュを含み
、前記第1のタグ手法が前記第2のタグ手法と異なる、有効化すること、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定すること、および
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であると
の決定に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを無効化すること
を含む、非一時的プロセッサ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記プロセッサに、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのうちの少なくとも1つのプロセ
ッサキャッシュを低電力状態に変化させるための条件を検出すること、
　前記少なくとも1つのプロセッサキャッシュを低電力状態に変化させるための前記条件
の検出に応答して、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるため
の要求を送ること、および
　前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させるための前記要求を受信
すること
をさらに含む、動作を実行させるように構成され、
　前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシュのすべてが低電力状態であるか
否かを決定することが、前記第1の分割スヌープディレクトリを低電力状態に変化させる
ための前記要求の受信に応答して、前記第1の電力領域の前記複数のプロセッサキャッシ
ュのすべてが低電力状態であるか否かを決定することを含む、請求項29に記載の非一時的
プロセッサ可読記憶媒体。
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